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２ スマート農業（ICT 機器）の導入と活用に関する 

アンケート結果について 

 

目的：オホーツク管内の ICT 機器の導入・活用状況等の実態把握 

対象：オホーツク管内の耕作農業者 

実施内容 

  ①アンケート調査 

     ・オホーツクスマート農業推進会議を通じ、管内 12JA から農業者へ配布 

    ・実施期間 配布：令和３年４月上旬 回答〆切：令和３年４月 30 日 

   ②追加事例調査 

    ・アンケートに回答した農業者から、追加で聞き取り調査を実施（先進的農業者中

心に計 27 名）。 

   ・実施期間 令和３年 10 月１日～11 月 12 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の概要 

回答数：436 戸（法人含む） 

回答者概要：年齢 平均 48.3 歳（22～78 歳） 経営面積：平均 37.9ha（1.0～550.0ha） 

      経営形態：畑作＋園芸 202 戸、畑作 198 戸、園芸 20 戸、 

水稲＋畑作＋園芸９戸、畑作＋水稲６戸、水稲＋園芸１戸 

            労働人数：2.8 人/戸（１～14 人/戸） 
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（１）導入状況について 

①ICT 機器導入状況（経営形態別）  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②ICT 機器導入のきっかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT 機器を導入している回答者は 76％おり、全体の約８割を占めていた。経営形態別の導入状況で

は、「導入している」が「畑作＋園芸」で最も多く、次いで｢畑作｣が多かった。 
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インターネット等の情報から

JAやメーカーからの提案を受けて

スマート農業に興味があった

先行して導入した農業者の様子から

面積拡大や仕事の効率化のため

機械更新や事業に合わせて

戸

導入のきっかけは、「機械の更新や事業に合わせて」及び「面積拡大や仕事の効率化のため」とい

う声が最も多かった。 
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  ③各 ICT 機器の導入戸数（導入していると回答した農業者：333 戸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④各 ICT 機器の導入農業者１戸あたりの導入台数（令和３年） 
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 「GNSS ガイダンス」及び「自動操蛇システム」の導入戸数が最も多く、次いで、「可変ブロード

キャスタ」が多かった。 

「GNSS ガイダンス」及び「自動操舵システム」において、複数台導入している農業者が多かっ

た。中には５台以上導入している農業者もいた。 
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⑤各 ICT 機器の導入戸数の推移（2020 年まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活用状況について 

①各 ICT 機器の活用状況について（2020 年まで） 
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「GNSS ガイダンス」「自動操舵システム」は約９割が活用できているのに対し、農薬散布用ドロ

ーンの活用は、約４割程度だった。 

ICT 機器の中でも「GNSS ガイダンス」および「自動操舵システム」の導入戸数は、2014 年から

増加し、2017 年以降には各地域で補助事業が始まったことで、他機器を圧倒する形で導入が進ん

だ。 
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②各機器の活用状況の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※次ページ以降のグラフの読み取り方について 

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
ガ
イ
ダ
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ス
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導
入
し
て
い
る
人
の
割
合 

導入しているが 

活用できていない人の割合 

(左図では 25％) 

導入しており 

活用できている人の割合 

(左図では 25％) 

基肥

水稲 100%

小麦 45%

ばれいしょ 35%

てんさい（直播） 26%

てんさい（移植） 23%

豆類 35%

たまねぎ 65%

にんじん 38%

その他 29%

・｢各作物での導入状況および活用状況｣のグラフの読み取り方 

・｢各作物の作業別使用状況｣のグラフの読み取り方 

可変ブロードキャスタを導入しており 

小麦で活用できている人の中で、 

基肥作業に使用している人の割合 

(左図では 45％) 

例）可変ブロードキャスタ 

例）GNSS ガイダンスの水稲 

(

左
図
で
は
５
０
％) 

※「耕起」および「ほ場計測」は 

作物全般で使用している人の割合を示す 
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＜ＧＮＳＳガイダンス＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各作物の作業別使用状況 

てんさい作付け農業者の導入率が最も高く、「活用できている」割合も高かった。 

一方で、水稲は導入率が最も低く、「活用できている」割合も半分にとどまった。 

耕起での活用が約６割を占め、次いで「は種・植付け」や「基肥」が多い傾向だった。 

各作物での導入状況および活用状況 
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水稲 25% 13% - 13% 0% 0%

小麦 58% 61% - 54% 45% 4%

ばれいしょ 55% 70% 56% 36% 44% 31%

てんさい（直播） 28% 26% 14% 11% 17% 13%

てんさい（移植） 51% 52% 32% 16% 36% 28%

豆類 53% 63% 29% 13% 41% 7%

たまねぎ 65% 38% 1% 22% 38% 5%

にんじん 57% 26% 7% 19% 43% 7%

その他 40% 30% 13% 21% 23% 10%

58%
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＜自動操舵システム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各作物の作業別使用状況 

「GNSS ガイダンス」と比較し、「活用できている」割合が高い傾向だった。中でも、てんさい作

付け農業者の導入率が最も高く、「活用できている」割合も高かった。 

「GNSS ガイダンス」同様に、「耕起」での活用が最も高く、次いで「は種・植付け」や「基肥」

が多い傾向だった。 

 

各作物での導入状況および活用状況 
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水稲 43% 57% 14% 14% 14% 0%

小麦 63% 68% 6% 53% 45% 5%

ばれいしょ 62% 81% 65% 36% 45% 38%

てんさい（直播） 31% 30% 16% 13% 17% 16%

てんさい（移植） 56% 60% 38% 16% 37% 33%

豆類 62% 70% 36% 15% 42% 10%

たまねぎ 56% 40% 3% 18% 32% 5%

にんじん 58% 32% 5% 26% 39% 8%

その他 37% 33% 12% 16% 20% 11%

66%
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＜可変ブロードキャスタ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各作物の作業別使用状況 

水稲作付けの導入農業者は皆活用していた。小麦やたまねぎで「活用できている」割合が高かった

が、ばれいしょ、てんさい、豆類及びにんじんは「活用できている」割合が低かった。 

 

どの作物でも使用されていたが、特に、水稲、小麦、ばれいしょ、たまねぎにおいて使用率が高か

った。 

 

各作物での導入状況および活用状況 
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＜可変スプレーヤ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各作物の作業別使用状況 

導入率は低い中、にんじん作付け農業者の導入率が最も高く、活用できている割合も高かった。 

水稲を除き、どの作物でも使用されていた。 

各作物での導入状況および活用状況 
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＜衛星リモートセンシング＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各作物の作業別使用状況 

導入率が低く、かつ「活用できていない」割合が高かった。しかし、その中でも、小麦は導入者の

うち、約半分が活用できていた。 

小麦では、追肥や基肥作業で使用している割合が高かった。 

各作物での導入状況および活用状況 
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水稲 0% 0% 0%

小麦 26% 40% 13%
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てんさい（直播） 8% 4% 0%

てんさい（移植） 4% 4% 0%

豆類 4% 4% 0%

たまねぎ 18% 14% 0%

にんじん 0% 0% 0%

その他 0% 0% 0%
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＜空撮用ドローン＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各作物の作業別使用状況 

導入率は低く、導入者の中でもほとんど活用できていなかった。しかし、その中でも、小麦作付け

農業者の活用率が高かった。 

 

ほ場計測で使用している割合が高かった。小麦では、基肥、追肥、収穫作業で使用していた。 

各作物での導入状況および活用状況 
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小麦 6% 8% 11%
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21%
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＜農薬散布用ドローン＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各作物の作業別使用状況 

導入率は低かったが、その中でも水稲作付け農業者は、皆活用できていた。また、小麦では導入者

の約４割が活用していた。 

水稲では、追肥で 33％、防除で 100％使用していた。小麦では、追肥で６％、防除で 50％使用し

ていた。にんじんの防除では 40％使用していた。 

各作物での導入状況および活用状況 
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（３）活用により実感できたこと、できなかったこと 

①活用により実感できたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②活用により実感できなかったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ICT 機器の活用によって、「作業精度の向上」や「疲労軽

減」を実感している人が多かった。次いで、「労働時間の削

減」や「経験の浅い人でも作業可能」が多かった。 

ICT 機器を導入し、実感できなかったことは「特にない」

が多かった。しかし、「収量向上」や「肥料等、資材費の削

減」効果を実感できなかった人も多かった。 
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（４）導入および活用にあたり苦労した点 

①全ての ICT 機器に共通して苦労した点 
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②各 ICT 機器の活用にあたり苦労した点 

＜ＧＮＳＳガイダンス／自動操舵システム＞（回答 248 戸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜可変ブロードキャスタ＞（回答 74 戸） 
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｢操作方法｣｢コスト｣ 

の回答が多かった。 

｢コスト｣｢設置、接続、初期設定｣

の回答が多かった。 



- 20 - 

 

＜可変スプレーヤ＞（回答 30 戸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜衛星リモートセンシング＞（回答 26 戸） 
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｢操作方法｣｢設置、接続、初期設定｣ 

「取得データの活用」の回答が多かった。 

｢コスト｣ 

の回答が多かった。 


